（別紙）
開発の詳細　　　（Ａ４, 枚数制限なし, 提出部数５）
１．プロジェクト名
２．開発内容
（１）製品分類と開発新製品の技術的特徴

＊記載例：「○○○であることを特徴とする△△△」
（２）従来製品・技術の概要、解決すべき課題

＊従来製品・技術の性能・用途、技術的・経済的な課題について記載
（３）他社、大学等における開発動向
＊類似の開発についての他社、大学等の動向、特許出願状況
（４）課題に対する目標値、技術開発の概要

＊要素技術ごとに記載（目標設定の根拠も記載）
（５）優位性

＊開発する新製品の他社製品（開発動向を踏まえること）に対する優位性を記載
３．開発体制
（１）開発担当者一覧
＊各技術者の氏名、所属、職名、略歴を記載
（２）協力企業、大学
＊協力企業、大学の技術者、教官等の氏名、所属、職名、略歴を記載
（３）開発体制図

①全体構成

＊記入例


②社内体制

＊新規雇用者を含めて各技術者の担当部署や分担内容が分かるように図を用いて記載
４．技術開発
（１）新製品開発の基礎となる保有技術（協力企業等からの導入技術も記載）

（１ａ）

＊開発担当者、開発時期、開発内容と成果（数値等を用いて具体的に記載、特許出願・登録がある場合は公開・登録番号を記載）
（１ｂ）

＊開発担当者、開発時期、開発内容と成果（数値等を用いて具体的に記載、特許出願・登録がある場合は公開・登録番号を記載）
・

・

・

（２）新製品開発に際して実施する技術開発（要素技術ごとに記載）
（２ａ）

＊開発担当者（新規雇用者は「新規雇用者」と記載）、開発内容と目標（数値等を用いて具体的に記載）
（２ｂ）

＊開発担当者（新規雇用者は「新規雇用者」と記載）、開発内容と目標（数値等を用いて具体的に記載）
・

・

・

（３）最終目標
＊最終的な製品・技術について、必ず数値と図を用いて具体的に記載
５．工程表
＊実施項目の日程を        で記載
＊他の実施項目の結果に基づき実施する項目については、それらの関係を        で明示
＊研究開発の進捗管理を行うためのチェックポイントを表中に a、b、c等で明示し、表の下にそのチェック内容を記載
平成２１年度（初年度）
	       実施項目
	  ４月
	  ５月
	  ６月
	  ７月
	  ８月
	  ９月
	  10月
	  11月
	  12月
	  １月
	  ２月
	  ３月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（チェックポイント）
＊各チェックポイントのチェック内容を、数値等をあげて簡潔かつ具体的に記載
平成２２年度（２年度目）
	       実施項目
	  ４月
	  ５月
	  ６月
	  ７月
	  ８月
	  ９月
	  10月
	  11月
	  12月
	  １月
	  ２月
	  ３月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（チェックポイント）
＊各チェックポイントのチェック内容を、数値等をあげて簡潔かつ具体的に記載
平成２３年度（３年度目）
	       実施項目
	  ４月
	  ５月
	  ６月
	  ７月
	  ８月
	  ９月
	  10月
	  11月
	  12月
	  １月
	  ２月
	  ３月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（チェックポイント）
＊各チェックポイントのチェック内容を、数値等をあげて簡潔かつ具体的に記載
（記載例）

	       実施項目
	  ４月
	  ５月
	  ６月
	  ７月
	  ８月
	  ９月
	  10月
	  11月
	  12月
	  １月
	  ２月
	  ３月

	○○圧縮技術の開発
	
	
	
	
	 a
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	データ圧縮回路の開発
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	画像処理回路の開発
	
	
	
	
	 b
	
	 c
	
	
	
	
	


（チェックポイント）
a 圧縮率の評価　（目標値：圧縮率70%）
b 処理速度の評価（目標値：７MB/sec）
c 処理速度の評価（目標値：10MB/sec）
６．開発費（概算）

（単位：百万円）

	
	２１年度
	２２年度
	２３年度
	計

	人件費
	
	
	
	

	ソフトウェア関連(購入,更新,制作委託等)
	
	
	
	

	ハードウェア関連
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


７．事業化計画

（１）事業化体制

＊仕入先、外注先、販売先、最終ユーザー等を図を用いて記載
（２）新規雇用者の正規雇用計画

＊新規雇用者が契約社員の場合、正規雇用時期、正規雇用後の担当部署や職務内容等について記載
８．市場創出効果（おおむね平成１８～２８年の各年度の数値を記載）

（１）市場

＊将来の市場規模の算出根拠も記載（各種資料を引用した場合は、その写しを添付）

（２）シェア、販売額

＊将来のシェア・販売額（単価＊販売数量）は、現在のシェア・新製品の優位性・知的財産の活用等を考慮して算出（算出の仕方（考え方）も記載）

（３）波及効果

＊他企業、他分野への波及効果が見込める場合には記載

９．地域における継続的な雇用機会の創出効果

＊申請者および波及効果による雇用創出人数を、８．（２）（３）に基づき算出（算出の仕方（考え方）も記載）




㈱△△


△△技術




















技術導入














成果応用





㈱××


××製品





㈱◎◎


性能評価





相互連携





○○大学


○○技術





技術導入





申請者





◇◇技術（保有技術）


□□技術（保有技術）


××技術（新規開発）


◎◎技術（新規開発）











